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課題名 土壌分析に基づく施肥の合理化 

１ 調査研究チームの構成 
  加藤博之、品川由紀、金重英昭、高津修治、中村美子、久村和行 

２ 課題の目的 
  高品質で、安定した収量を確保するため、土壌分析に基づいた施肥設計を行い、 
適正な施肥管理を実施する。 

３ 調査研究期間 
  平成24年4月～平成25年2月 
 

４ 調査研究の対象地域・場所 
  長門市全域 
  トマト（長門）、田屋ナス（長門）、千両ナス（長門）、スイカ（三隅、日置） 
  水稲（油谷） 

５ 調査研究方法の概要 
各々のほ場の土壌を採取し、下記の分析項目を調査。 

  ｐＨ、ＥＣ、硝酸態窒素、腐植、ＣａＯ、ＭｇＯ、Ｋ2Ｏ、Ｐ2Ｏ5、ＣＥＣ 
６ 結果の概要、成果 
(1)トマト（施設） 
  ①全体的に有効態リン酸が過剰となっている。 

②石灰が十分にあっても硝酸態窒素の残留が多くｐＨが低いほ場があった。 
③石灰、苦土、カリのバランスが悪いほ場が多かった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2)田屋ナス（施設） 
  ①ｐＨは5.８～７．０とほぼ適正であった。 
  ②窒素は全体的にかなり多かった。 
  ③石灰は全体的に多かった。苦土と加里は概ね適正な範囲にあったが、Ｃａ／Ｍ

ｇは半数近くが基準より高く、Ｍｇ／Ｋは基準より低いほ場が多かった。 
   ④リン酸はすべてのほ場で充分あった。 
  ⑤加里もすべてのほ場で充分あった。 
 



 
 
 
 
 
 
(3)千両ナス（露地） 
  ①ｐＨは５．５～７．４と大きな問題はなかった。 
  ②窒素は半数は適正な範囲であったが、残り半数は多かった。 
  ③苦土はどのほ場もほぼ適正な範囲であった。 

④Ｃａ／Ｍｇはすべて適正な範囲であったが、Ｍｇ／Ｋは基準より低いほ場が半
数あった。 

⑤加里はどのほ場もほぼ適正な範囲であった。 
⑥リン酸は過剰なほ場の方が多かった。 

 
 
 
 
 
 
(4)スイカ（露地） 

①ｐＨはほぼ適正範囲だが、一部ほ場はｐＨ５以下や７以上のほ場もあり、ややバ 
ラツキが見られた。 

    ②各塩基の数値は、やや高い値のほ場もあったが、ほぼ適正範囲内のところが多か 
った。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



(5)水稲 
 ①ほ場内のバラツキ 
  ・ｐＨ以外はほ場内のバラツキ大きい 
 ②ほ場間のバラツキ 
  ・ほ場内に比べて、ほ場間のバラツキは大きい。バラつきは、これまでの栽培管

 理に由来するものと思われる。 
  ③診断結果 
   ・全体的にｐＨが低い。塩基飽和度が低いことに由来する。特に加里が低い傾向

にある。 
   ・腐植やCECは全般的に高く、保肥力は高い。 
   ・リン酸値は10～20mg／100gと水稲の基準値内であるが、うち6点は10mg以下と

低かった。特に低かったほ場は、これまで保全管理であった。 
   ・ケイ酸は基準値より低いほ場が多かったが、鉄は、高いほ場が多かった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
７ 今後の問題点 
(1)施設での塩類や燐酸、窒素の集積が進んでおり、バランスの乱れにより要素欠乏が

発生するほ場もある。対処だけはなく、集積を見越した施肥設計への変更が必要。 
(2)有機質肥料として鶏糞の施用量が多い品目では、リン酸、加里の残量が多くバラ 
 ンスを崩しているほ場がみられるので施用量に注意する。 
 
８普及活動上の注意点 
 品目、作付け年数により、ほ場ごとに分析結果が違うのでそれぞれ個別に処方箋を作
成する必要がある。 
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